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高 木 類 低 木 類
1級高木類 2級高木類 大 低水類 小 低木類
0ブナノキ Oウワミズザグラ Oグロモジ 0アイズイヌガヤ
Oミズナラ Oコシアプラ 0タムシパ 。エゾユズ リハ
0ホオノキ Oコハウチワ カエデ Oリヨウ ブ Oヒメモチ
Oトチノキ 。ハウ，チワカエデ 0ムシカリ 0イヌツゲ
0サワグルミ Oアズキナシ Oヤマウルシ 0ツルシキミ
Oシオジ 0ハダウンボタ 0ヤマモ ミジ ウチダシミヤマシキミ
0ヤチダモ 0ウリハダカエテー 0テツカエデ ヅルマサキ
。イタヤカエデ Oヒトツパカエテー マンサグ アカミノイヌツゲ
セシノキ コノ〈ノトネeリコ ツりノξナ ヒメアオキ


























C 8m~ ~6% 
4~8 H 6~12.5 
E 2~4 盟 12.5~25 
阻 1~2 N 25~50 
N ，:-1 V 50~75 
VI 75~ 











































複層群上 層 複層群下 層 単 中日 群
構造型 群数 面積 構造型 群数 面積 構造型 群数 面積
m2 m2 m~ 
C '1 2 68 目R 1 214 nmNYl 2 238 
CIYl 1 14 ml 1 50 園、1 1 41 
C 1 V 3 479 m N yl 4 J66 mv 1 88': ， 
5 187 mNv 9 973 m NVI 4 160 ' 
1 n yl 35 3872 Nu 12 1456 
Illv 16 2915 Nv 40 4996 
1 I百 2 65 NlI' 22 1909 
NI 1 34 
13 951 Ni 2 62 
I V 10 736 
uw 3 445 
h 2 128 





















なお，念のために下層をみるに， Tab. 2と Tab.3のとおりで，外形的にはN町-¥1が
84.7%，内容的にはササ優占型が 87.1%という程度である.
(3) 単層群の施業成果
































































































































































当することがわかった.そこで，この 3分1を用いることにすれば， 100m2あたり n本の
ブナノキがあれば，それらの樹高がほぼ 30;'vnメートルになったころに枝葉が触れはじ
めることになる.計算すれば
100m2あたり本数 10 20 40本
枝葉の接触が始まりかける樹高 9 7 5m 
ブナノキ以外の高木1についても，ほぼ同様にみてよい.
4~3 
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高木1発達群 低基準 65.1 ((95.2)) 高基準 35.9 (68.8))0/0 
その他群 23.6 (50.1)) 0.0 ( 7.7)) 
a)その他群の成果が高木1発群群に甚だしく劣る点，および b)ブナノキ以外の高木1が
ブナノキだけの成果をかなり補充している点が注目 される.混入高木1はミ ズナラ (69)，
ホオノキ (32) が主で，ほかにイタヤカエデ(12)，トチノキ (10)，センノキ，(9)，サワグルミ














樹 高 (m) 
- 1 2 1 3 1 4 1. 5 1 6 1 7 1 8 1 9 1 10 1合 計




89 557 715 









) 3211 60 368 5811 148 1，478 
2) 
155 30 227 
3) 
402 212 614 
四 (320~600) 1 49 49 
l日h 言十 im)916) 4991 59， 121) ，453 日) |l) i1)|2)9|1，7871 1481 861 34 4，914 
そ の 他 若干
。 (0~1) |ヘ461 11)刈 1，152 
(1~5) |5) |3) |1)|1)| 6021 4181 2091 25 1，254 
(5~10) |3) |1) 13)611) | 8) 4041 521 4961 318 1，270 
E (10~20) 105 5)3Jd 620 
W (20~40) 624 
V (40~80) 26 26 





















持I 向 (m) 
密 度
- 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 I 7 1-8 I 9 1 10 I合計
言i 木1 発 逮 若干。(0~1) 
(1~5) 
(5~10) 177 
目 (10~20) 1) 261 810 
IV (20~40) 24 3)叫3)叫2117215128411)14 11) 34116) 1 1，527 
V (40~80) 60 86 3) |5) | 4011 627 1
1
) 321 1，495 
W (8川町 | 155 2) 211) |1)| 421 151 30 242 
vn (160~3 170 J制| 614 
VIl (320~6叫 | 49. 49 
ぷι入s 言十 60 484 
9) 「4)|3)|8) |3)|2)|1)|必)
9141 1，8601 2021 _ 6141 5961 1501 341 4，914 
そ の {也 君平。(0~1) 16) 3641 lI) |1) | 1051 104 573 
(1~5) |3)3871)m| 11)判 15) 8 
(5~10) 126 3)|1)|1) 3281 421 303 781 86 963 
E (10~20) 55 4741 356 600 209 
IV (20~40) 5) 1) ぉ11)3d 267 20 
V (40~80) 189 1
1
) 261 215 
メド込』 苦1・ 16) |2) 18) 7) f)1旦5t) |1)|1) |3641 181 1，645 7071 1.0581 6961 861 209 4，946 
備考 :fノド表の要領は Tab.4Iこ同じ.
456 




a)高木1発達群，上層 低基準 75.3(96.4) 高基準 62.1((79.9))% 
b)その他群，上層 25.7 (51.2) 13.1 (17.0) 
c)向上，上下層 81.9 (93.9) 57.9 (62.1) 
これによれば， a， b)その他群の成果は，密度の点からみても，高木1発達群に甚だ







高木1発達群 低基準 77.8(98.8) 高基準 48.2((88.9))% 





























現実成果 低基準 65.1(95.2) 高基準 35.9((68.8))% 










a)現実，上層 低基準 75.3( 96.4)) 高基準 62.1((79.9))% 
b)向上，上下層 90.2 ((100刈 82.4((92.7)) 










現実 低基準 77.8((98.8日 高基準 48.2((88.9))% 

















a)高木1発達群 低基準 55.6(89.5) 高基準 55.6((55.6))% 
b)その他群 0.0 ( 0沿)) 0.0 ( 0.0) 











ブナ ノ キ 高 木
持I 高 (m) 1主I 高 (m)
一 111 2 1 31 4 I 5 1合計 -11121314151合計
高 木1 発 達 群 高木1 発達群
90 90 90 90 
1
1
) 281 148 176 1
1
) 281 148 176 
合計| 11) 2811)  90 148 266 1
1
) 281 90 148 266 
そ の {也 群 そ の {也 群





) nI 144 1)|1)| 301 41 71 
1
1
) nI 73 

































































































































































































































































































調べた.高さは， 2~4， 4~8m. b) 2m未満の低木h 低木2，ササについては，各コド
ラート内に 1x1mプロットを20個選定し(ランダム)，プロットごとに樹種別高さ別本数











直径 6~10 12~16 18~22 24~28 30~34cm 
本数 62.3 27.4 8.0 1.8 0.5% 
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ii.内容的構造




















区画 6~10 12~16 ' 18~問 、 24~28 t 30~34cm 合 計
(面積)樹種 本数材穏 l本数材穣 本数材積本数材穣本数 材積 本数 材積
ha 、 Ii3.J m3. m2 m3 m3 m3 
ブナノキ 668.615.67 225.1 15.56 30.6 5.52 2.7 0.94 2.7 1.52 929.7 39.21 
A その他 67.9 1.72 50.6 4.47 47.9 9.41 8.0 2.96 1.3 0訓 _.1'15.7 19.37 
(.7508)高木1計 736.517.39275.7 20.03 78.5 14.93 10.7 3.90 4.0 2.33 1，105.4 58.58 
高木2言十 154.5 3.77 109.2 8.06 36.0 7.23 5.3 1.99 1.3 0.71 306.3 21.76 
高木合計 891.021品 384.928.09 114.5 22.16 16.0 5.89 5.~ 3.04 1，411.7 80.34 
ブナノキ 177.2 4.52 148.8 11.90 28.3 5.15 35.4 12.64 7.1 4.86 396.8 39.07 
その他 35.4 0.98 49.6 4.59 28.3 6.61 35.4 12.64 7.:1 3.76 155.8 28.58 
f B 1高木1言十 212・6 5.50 198.4 16.49 56.6 11.76 70.8 25.28 14.2 8・62 552・6 67.65 
ぃ1411)高木z言/. 92.1 1訓 42.5 4.05 7.1 1.11 7.1 2.69 148.8 9.66 
高木合計 304.7 7.31 240.9 20.54 63.7 12.87 77.9 27.97 ，14.? 8.62 701.4 77.31 
プナノキ 330.6 6.78 午 :- 330.6 6.78 
その他 27.5 0.99 27.5 2.26 27.5 4.33 ι 82.5 7.58 
C 、 3 / 引高木1言十 358.1 7.77 27.5. 2.2627，.5 4.33 413.1 14.36 
(.0363) ;;~:;t 385.7 高木z計 385.7 8.43 165.3 14.85 137.7'23.11 688.7 46.39 
高木合計 743・816.2063192.817.111652J7;44. --，- - 1，101.8 60.75 
t y 
プナノキ 237.7 5.20 84.9 6.64 '~; 322.6 11.84 
D その他 67.9 1.97 50.9白 4.86 斗 118.8 6.83 
(.0589) 高木1計 305.6 7.17 135.8 11.50 441.4 18.67 
高木2言十 526.310.59 135.8 9.37 662.1 19.96 






直径 6~10 12~16 18~22 24~28 30~34cm 
本数 63.1 27.3 8.1 1.1 0.4% 
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A: 低木 165 105 
Q2低木 150 145 






















A: 低木 215 155 
Q4低木 485 465 135 
ササ 35 100 205 
B: 低木 195 80 50 
Q5低木 130 110 105 
ササ 40 80 395 
C: 低木 225 75 60 
Q6低木 525 240 120 
ササー 115 310 
????? ??
35 270 - 14.6 4.2) 24.3 4.2) 38.9 
15 710 
15 340 
10 320 1.4) 33.3 1.4) 11.8 2.8) 45.1 
325 
175 




40 485 4.2) 25.0 4.9) 29.2 9.1) 54.2 
25 1，110 
10 350 
45 370 0.7) 31.3 1.4) 31.3 2心 62.6
10 355 
15 530 
50 410 1.4) 41.0 7.6) 88.9 9.0) 129.9 
20 905 
60 485 
D: 低木 145 105 40 120 410 3.5) 143.8 5.6) 70.1 9.1) 213.9 
Q7低 *2 950 720 265 















Fig.2. コドラート Q!，第 1研究林分 (1958) 丸印は直径 6cm以上のブナノキ，+印は 4cm
以下の落伍プナノキノj、さい+印は胸高未満の落伍木).四角印はブナノキ以外の高木10 X印は 4cm
以下の落伍木(小さい×印は胸高未満のもの).三角印は直径 6cm以上の高木2・中空な印は林冠の上













直径 6~10 12~16 18~22 
9.1 
16.1 
本数 43.5 34.3 














高木 21.2 12.5 
ごれをA区からみれば， à) 直径の大きいもの (24cm~) の材積が多く ， b)高木1
の材積の割合がいくらか大きU¥ これは， 比較的大きいブナノキ (皆伐が行われた年より
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る.そのためB区のなかでも， B2の部分などは全滅状態である IJ:.そのほか Bh'B3の
部分にもツノレ類が繁茂し，コドラート Q5(Fig. 6)で調べたところでは， 2x 2mプロット
36のうち17プロットからツノレ類が生え出して，はびこっている.
Fig.4. コドラート Q3，第1研究林分 (1958) 鎖線はライントランセ グ
トの位置.樹種名のない凶角印はミズナラ， 三角印はコシアブラ. セン・・セ y
ノキ，イタ…イタヤカエテ.他は前掲コドラートの説明参照.
注 B区として掲げた成果は， 実質的にはBlとB3の部分が担っているものである. BlとBa
だけなら，ヘグター ノレ当り 820本 90m3となる.
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Fig.5. コドヲートQ4，第E研究林分 (1958) 樹種名のない四角印と×印はホオノ
キ，三角印はコシアプラ. ウリ ・・ウ りハダカエデ. 他は前掲コドラートの説明参照.








果はヘクタール当り1，100本， 61m3，しかも高木2が多く てa高木1f-;¥:僅かに 14m3，A区に
甚だしく劣る.詳細は，Tab. 8参照 /
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Fig.6. コドラート Q5，第E研究林分 (1958) 樹種名のない四角印と x~n 





















































































数に換算しで示せば，Tab. 10'のとおりである. (小数点を 2桁下げれば，ヘクタール当
り本数.)そこで，目的樹種すなわちブナメキとその他高木1の総生存本数(落伍木をも含
めた)を求めれば， 100m2当り本数は次のとおりである.
| 区画 、 コドラート }ブナノキ 他 計
A QlI 2'4平均 95.57 7.00 102.57 
A(道縁) Q3 234.10 4.20 238.30 
B Qs 39.70 13.20 52.90 
、C Q6 98.00 0.70 98.70 
D Q7 18.00 9.70 27.70 
これによれば，成績の良好なA区では，いまなお多数のブナノキが生存し (Ql'Q2， 




















直径 4cm以下 直 径 6cm以上 高木1の
樹種 胸高未満 ~4cm 計 6~1012518L24孟司王m計 総計
…本/100m2……-
ブナノキ 30.6 47.9 78.5 16.6 8.3 一 一 一 24.9 103.4 


























































































19.4 47.2 66.6 
0.7 0.7 
47.9 67.3 






























1.4 0.7 0.7 
24.3 5.6 0.7 
6.3 2.1 0.7 
30.6 7.7 1.4 
21.6 5.6 0.7 
0.7 1.4 0.7 
22.3 7.0 1.4 
0.7 0.7 1.4 
23.0 7.7 2.8 
8.3 2.1 
2.8 4.2 
11.1 2.1 4.2 
10.4 7.6 1.4 
21.5 9.7 5.6 
3.5 2.1 1.4 1.4 
1.4 0.7 0.7 
4.9 2.1 2.1 2.1 
4.2 
96.6 




0.7 0.7 0.7 
7.0 2.8 1.4 













キとして，その生存本数をみれば， 6cm以上のものにたいして， 次のようである. (Fig. 
10) 
区画 コドラート 胸高未満 胸高以上 落{五木計 6cm以上
A Qll 2， 4平均 25.70 45.40 71.10 21.03本j100m2
A Q3 120.80 85.40 206.20 27.90 
B Q5 13.90 17.40 31.30 8.40 
C Q6 65.30 31.30 96.60 1.40 
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皆伐後の年数




























ドラートでは 8.2年 (Ql) ないし 11.2年(Qa) なのである.(この場合のササは，せいぜ
い1.3mが限度で、ある.)また， 1mを過ぎてから 4mを越えるまでに要した年数をみても
(低木1との競争期)，調査区 14.0-6.2=7.8年にたいして， コドラートでは 18.1-8.2=
9.9 (Ql) ないし 21.0-10.6= 10.4年 (Qz)になっている.
3. けっきょく，現在林冠の上面に達マしている優勢なブナノキについて・さえ，皆伐後
の初期における成長の著しい渋滞が認められる.





















第 E研究林分 (1958)，Ql， Q2，Qa 





























































































































































































































































































































































































6) TROUP. R. S. : Silvicultural System. 1928 
SUMMARY 
In this research， a extremely primitive type of forest Working， so-called 
“Clear cutting and self-growing" in the Taisho "era， that beech natural forests 
were cut over and left alone afterwards without any tending， was taken up. A 
fixed research stand in the Gozenyama Nationl Forest， Fukushima Pref.， was 
set up， and the results of that working were discussed in detail at two stages 
of the natural course of growing (self-growing); the one， the stage of thickets 
(17 years after the clear cutting)， the other， that of young forests (40 years 
after the cutting). 
Through the discussions， the conclusions may be drawn as follows. 
1. The cutting of so-called clear cutting and self-growing may， so far as 
natural seeding of the beech concerns， essentially correspond to the sudden ap. 
plication of the final cutting of advance regeneration to the given natural forests 
without any secondary cutting， though the seedlings be in very infant stage. 
(In the case of this reseach， thecutting was done in the autumn-winter of the 
same year when beech seedlings germinated.) 
2. The final cutting which is done in such a way as mentioned above may 
be named as“early final cutting"， and be distinguished from the normal one. 
The early final cutting should be admitted on the pre-condition that 
plentiful number of beech seedlings exist when the cutting is practised as well 
as on the secondary condition that tending should be done at least in the early 
years after the cutting for security and promoting of the results. 
3. Thus，“clear cutting and self-growing" in the Taisho era may be ration回
alized as“early final clltting and early tending" which ShOllld be admitted on 
the least' conditions mentioned in 2. 
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